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従来のASP3.0（レガシーASP）をは

じめ、PHP（PHP：Hypertext Preproce

ssor）やJSP（Java Server Pages）など

従来のサーバーサイド技術における開

発モデルは、HTMLを主体にロジック

を適宜ページ中に埋め込む「ページイ

ンライン」と呼ばれるモデルです。見

慣れたHTMLをベースに記述できる、

必要な箇所に適宜断片的なスクリプト

（スクリプトレット）を記述することの

できる――その簡易さはサーバーサイ

ド技術の普及を支えた重要な一要素で

もありました。

■スパゲッティなコード

しかし一方で、「ページインライン」

モデルの場合、コードがどうしても表

示順や位置に左右されやすく、また、

複雑なレイアウトになった場合、おの

ずとロジック自体がページ内に散在し

てしまい、複雑に絡み合ってしまう、

という側面があるのも事実です（コー

ドの「スパゲッティ状態」といいます）。

スパゲッティ状態となったコードは、

ページレイアウトのちょっとした変更

にもセンシティヴに影響を受け、メイ

ンテナンスが煩雑になるだけではなく、

分業／細分化が進んできたWeb開発の

分野において、デザイナとプログラマ

が並行作業を行なうことを困難にして

しまったのです。

■ページインラインこそが特殊

～IDEの導入を阻むもの～

また、HTMLタグにロジックが密に

組み込まれていることから、IDE環境

での構築にも比較的不向きであったと

いう事情があります。事実、IDE環境

での開発の最たる長所は、GUIによっ

て直感的に画面イメージを把握しなが

ら、ビジネスロジックを実装してゆけ

る点にあります。しかし、いわゆるプ

レゼンテーション（デザイン）部分に

ロジックが混在したページインライン

方式においては、IDEが表示する画面

イメージはきわめて断片的なものにな

らざるを得ません。

このような事情から、ますます高度

化しつつあるWeb開発の分野におい
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て、開発効率性、保守性という2つの

側面から「ページインライン」モデル

による開発は限界に達していたといえ

ます。

■イベントドリブンの導入

ASP.NETでは旧来の「ページインラ

イン」方式を部分的に残しつつも、方

式の主体は「イベントドリブン（イベ

ント駆動型）」に移すことで、既知の問

題の解決を図っています。

「イベントドリブン」とは、フォー

ム（ページ上）で発生した事象（ペー

ジがロードされた、ボタンがクリック

されたなど）をすべて「イベント」とい

う形で捉え、これをトリガーとして一

連の動作（ロジック）を制御する方式

です。

レガシーASPはじめ、PHPやJSPな

どでのみプログラミングを行なってき

た方にとっては、やや違和感を感じる

かもしれませんが、伝統的なWindows

プログラミング（Visual BasicやVisual

C++などによる）にあっては、実は、き

わめて典型的な手法でもあります。

イベントドリブン方式は、原則とし

て、ページレイアウトありきで、ペー

ジの各所で発生したイベントに基づい

て、ビジネスロジックが走るという発

想ですから、レイアウトとコードの分

離が明確です。

つまり、ASP.NETにおいては、新た

にイベントドリブン方式を採用したこ

とによって、レガシーASPの問題点を

解消したと同時に、Windowsプログラ

ミングとWebプログラミングとをまっ

たく同じパラダイム（概念）のもとで

構築できるようになったのです（図1）。

また、あとで述べますが、イベントド

リブン方式は、従来はどうしても相対

する概念となりがちであったサーバー

サイド、クライアントサイドという2つ

の対象を、互いに補完し合う――限り

なく「融合の関係」に近づけたといえ

ます。

概念だけを見ていても、なかなかイ

メージがつかみにくいかもしれません。

ここでひとつ、具体的なサンプルを作

成してみることにしましょう。

本稿で紹介する「ドキュメント登録

システム」は、任意のファイルをサー

バー上にアップロードし、一元的に管

理するWeb版「ファイルサーバー」で

す。ローカル環境で作成したファイル

資産をサーバー上にアップロードし、

公開するという、きわめて単純なしく

みではありますが、ファイル公開にあ

たって、いちいちHTMLを記述しなく

ても良い点、ファイル情報を一元的に

データベースで管理できる点は、煩雑

なドキュメント管理を容易にします。

■GUI部品を

Webフォーム上に配置する

イベントドリブン方式のプログラミ

ングにおいては、まずイベントを発生

する元となるGUI部品（テキストボッ

クスやコンボボックス、コマンドボタ

ンなど）がなければ話になりません。

たとえば、内容が変更された（Server

Changeイベント）、マウスでクリック

された（ServerClickイベント）などイ

ベントの多くは、これらGUI部品上で

発生するものだからです。これらGUI

ASP.NET are GO!

イベントドリブン

コード

レイアウト

コードとレイアウトが明確に分離

<script runat="Server">
Private Sub Page_Load(...)
 （処理コード） 
End Sub
</script>
コード

<html>
<head>
<title>ASP.NET</title>
</head>
<body>
 （略） 
</body>
</title>

ページインライン

コードとレイアウトが混在

<html>
<head>
<title>レガシー> ASP</title>
</head>
<body>
<table>
<%Do While Not rs.EOF %>
 <tr>
  <td><%=rs("name") %></td>
  <td><%=rs("price") %></td>
  <td><%=rs("dat") %></td>
 <tr>
<%Loop %>
</table>
</body>
</html>

図1：ページインラインとイベントドリブン

ドキュメント登録システム
（アップロード）




